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第 1章緒 言
農村及び鉱山における流行病或は職業病として，
鈎虫の蔓延状況については既K多くの研究業績が発
表されている。しかしながら漁村氏ついての調査は
比較的少し最近では小林11て1952)の宮崎県ー離
島における調査，岸田ω (1953)の山形県飛島 Kお
の宮城県の半農半漁村に953)∞(11ける調査，移} 
おける調査，浅田(4)ら(1955)の瀬戸内海の孤島，
走島における調査，稲垣(5)(1957)の和島における
調査等の業績が報告されているに過ぎない。
著者は典型的な半農半漁村の形態を有する千葉県
館山市西岬地区(旧西岬村〉を対象lζ鈎虫の調査を
実施した。先ず昭和 29年より 3年間に亘って中学
々童について鈎虫の継続観察を行い，一方tとおいて
学童家族について鈎虫の調査を実施した。即ち，学
必ー『
シ¥
第 4章学童家族についての調査成績
第 1節調査成績
第 2節鈎虫卵陽性学童家族の疫学的調査
第 1項性別，年令別鈎虫感染状況
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第 1節 j駆虫成績
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第6章考 察 
I 学童鈎虫管理における考察 
E 学童家族調査についての疫学泊考察 
E 学童集団駆虫に関する考察
第 7章総 括
授における健康管理のーっとして鈎虫問題をとりあ
げ検使及び駆虫を継続し，併せて学童家族Kついて
調査を行い疫学的考察を試みた。
学童における寄生虫特K鈎虫の問題は淫浸率の高
いこと，知能体力K影響を及ぼす ζ と等より学校保
健において重要な意義を有する。
また，学童の寄生虫の実態を把握するととは更に 
地域社会の寄生虫淫浸状況の推測，衛生教育の普
及，自治体としての予防活動への発展等K役立ち得
る。従って寄生虫に関する調査報告には学童生徒を
対象としたものが多い。
最近における学童生徒を対象とした鈎虫の継続調
査成績としては，鈴木(6)(1955)の群馬県一小学校
における 3年間の成績，阿部∞(1956)の鈎虫強汚
染地の学童について 1年以上，吉田ω (1956)の京
都市農村における学童について 1年以上，柳沢ω
持本論文の要旨は第 32回千葉医学会総会において発表した。
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(1957)の千葉県市原一高及ぴ、午久小学校lとおける 
3年間の観察成績等があるが，何れも検便駆虫のみ
によって鈎虫卵陽性率は減少している。
著者は昭和 29年度より 3年間の観察で，当初 
20.3%の鈎虫卵陽性率を 3年後に 3.3%に激減させ
得?こ。一方学童家族の調査では鈎虫卵陽性学童家族
が 58.7%の高率な鈎虫卵陽性率を示したのに対し
て，寄生虫卵陰性学童家族は僅かに 5.0%の低率で
あり疫学的に興味ある成績を得たので報告する。
第2章調査対象及び方法
第1節調査対象
第 1項対 象
千葉県館山市立西岬中学在校学童全員を対象とし
て，昭和 29年度 272名， 30年度 283名， 31年度 285
名延 840名について鈎虫感染状況を調査した。
学童家族の調査は昭和 29年度第 1回の学童検便
成績より鈎虫卵陽性学童 54名中，その 44家族の同
居者全員 247名，対照として寄生虫卵陰性学童 121
名中，その 23家族 118名について検便を行った。
第 2項対象地区の環境概況
西岬地区(旧西岬村〉は房総半島の西南端(東径 
139080ら北緯 35つに位置し海洋lζ突出する三角形
のー小l押で、北側の地区は東京湾lζ，南側の地区は太
平洋に面し，標高 100m前後の山が中央を東西氏連
り南北の 2地区に分れる。従って南北両部の海岸線
を囲穣する道路氏沿って点在して部落を形成する。
総面積は 1646平方粁，人口 4542人，世帯数 849
戸で主なる職業は農業と漁業である。
気候は海洋の影響を受けて一般に暖冬涼夏，気温
は第 1表陀示す如く冬期でも霜を見る事は少し所
謂無霜地帯として知られる。
農業の概況。地質は第3紀沖積層に属し，農耕地
面積は水田 147.6町歩，畑地 154.3町歩， 農業経営
別分類は第2表の如く純農家数に比し兼業農家が多
い。農家 1戸当りの平均耕地面積は水田約2反，畑
地約 2.2反である。水田は一毛作で畑地の農作物は
大麦，小麦，甘薯等の他，暖冬の気候を利用して花
弁の露地栽培や，そら豆えんどう等の生産が盛で東
京方面へ出荷する。競菜類は各農家の需要を満す程
度である。近来化学肥料の使用が増加したが多くは
依然として尿尿を下肥として使用し，自家便池から
腐熟を待たず直接自家農耕地へ撒布している。
漁業の概況。漁業は海岸線の長い当地区での重要
産業であるが，第3表に示す如く，漁業従事者世帯
第 1表千葉県西岬地区における最近 
10年間の平均気温
年気(間温。C平最〉均低年 次伴別i~ I告(均明思;年{間め最高
昭和 21 16.1 19.7 12.2 
22 15.1 18.7 11.6 
23 16.3 19.1 12.7 
24 15.6 19.1 12.1 
25 16.3 19.8 13.1 
26 16.0 19.8 12.7 
27 15.9 19.5 12.7 
28 15.9 19.6 12.8 
29 15.9 19.4 12.8 
30 16，5 20.0 12.5 
昭和 30年における
 
8月の平均気温は 28.70Cで

最高の極は 31.10Cである。
 
2月の平均気温は 3.00Cで

最低の極は-1.60Cである。

第 2表千葉県西岬地区における農家の概況 
1. 経営規模別の農家数 
I 3日 I3 --5 I 5 --10 11b--15 m:'__20 
総農家数|未詣|反未満|反未満|反未満|反未満 
702戸I273FlI191戸j 208戸) 16戸I 14戸 
2. 専業及び兼業別の農家数
|専業 l兼業 1"* -*-
総農家数|農家数|農家数|備 考 
702戸I164戸I538円農業を主とする 298戸 
J ~v-r 1 VV~ 1i兼業を主とする 240戸 
3. 農産物の作付面積
水 田…-………一… 1410反(米作〉
畑地……………… 1553反
タζ 作夏 f乍
小豆・大豆 250反 大 麦 500反
麦 500反甘 薯 750反
落 花 生 250反 そら豆・えん豆 250反
花 丹 250反花 7ヰ 250反
疏莱・その他 53反疏菜・その他 53反
中収入の大部分を漁業に依存する世帯 114戸，それ
を自営農業lと依存する世帯 125戸でほ Y同数を示
す。また， その他に依存する 65世帯は殆んど世帯
員中氏出稼者を有するか，或は勤労所得者を有して
いる。また，上述の漁業従事者世帯中，自営漁業世
帯を除いては，殆んどの家婦は自営，被傭の別はあ
つでも農業に携わっている。
医葉
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第 3表千葉県西岬地区における漁業の概況
1. 漁業種類別の経営体数
総 数 l 網両足縄 I~吉網 l その他まき網|刺 
23 I 23l1 I106 I 48 1 11 
2. 漁船数
総 数|無動力船数|有動力船数
136隻 |時! 44隻
3. 漁業従事者世帯の主とする収入の出所
営 l共同 1漁業l自営|その他総 数|長 蓑|経営!被傭直L一塁 
9戸I63戸I42戸|四戸| 65戸
漁業の種類は定置網漁業と釣延縄漁業が主なるも
ので，定置網漁業は殆んど東京湾lと面した海岸線で
春及び夏!L盛んlζ行われ秋冬は海上が荒れるために
小型定置に切り替えるか，叉は休止する。一方釣延
縄漁業は太平洋K面する地区lと主として秋冬は低調
となるが四季を通じて操業する。従つで漁業に従事
する男子は農業に携わることは稀で農業は常に女子
氏依って営まれる。
第2節検査時期及び方法
第 1項検便時期及び方法
学童の検便時期は昭和 29年度から同 31年度に到
る3年間で，年2回 (6月及び 11月〉全校学童につ
いて検便を実施した。学童家族については昭和 30
年 1月検便を実施した。
検便方法は硫苦加飽和食塩水浮、隊法(比重約 1200j 
2本値で浮訴時間 40分後 18x18mmのカパーグラ
スlζ取り鏡検した。
寄生鈎虫種別判定は，第 1回検便時における陽性
者に対しj慮紙培養法，第 2回以後は瓦培養法によっ
て行った。即ち， 0.2~0.5 gの便量を癒紙或は瓦に
塗布し夏季は室温，冬期は 280 Cの瞬卵器内 lζ収め
培養 2週間後府化発生仔虫を鏡検鑑別した。 
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第 2項駆虫時期及び方法
学童の鈎虫卵陽性者は各検便後 1カ月以内l乙集団
駆虫を実施した。即ち，昭和 29年， 30年， 31年の
各 7月及び 12月K行った。
駆虫方法は陽性者全員lとついて前日学校の一室に
集め問診，視診，及び聴打診の健康診断を行い駆虫
の適否を検査し，翌日学校の一教室において投薬，
休養せしめ夕刻帰宅させた。
使用した駆虫薬は第 1回， 2回， 3図駆虫時は四
塩化エチレン(テトレン球 1球中四塩化エチレユ/ 
0.3g含有〉を 13才 13球 3.9g， 14才 14球 4.2g， 
15才 15球 4.5g宛を 30分間隔で 2回lζ分服投与し，
後下期jとして硫苦 30gを服用させた。第4回， 5 
回， 6回駆虫時は1ープロ{ム・ナフトー ;1.-ー (2)(オ
ーミシ粉末) 1日3g宛 2日連続投与した。乙の場
合は下剤を用いず 2時間の間隔をもって1.5gづ〉
オプラートに包んで服用させた。
駆虫効果の判定は尿内虫卵の陰転率を以つでし
た。即ち，各回共駆虫剤投与後3週間eI~L硫苦加飽
和食塩水浮説法 1木値及び瓦培養法を併せ行い，両
者共陰性の場合を陰転とした。
第 3章 学童の調査成績
第 1節 学童の寄生虫感染状況
第 1項年次別寄生虫卵陽性率
学童の寄生虫卵陽性率は第4表の知く当初の成績
は鈎虫卵陽性率 20.3%，姻虫卵陽性率34.29る，鞭虫
卵陽性率 16.5%，東洋毛様線虫卵陽性率 3.3%であ
った。その後の成績は何れも漸践の傾向が見られ，
特に鈎虫において著しい。即ち，本校学童の鈎虫卵
陽性率は 3年間で当初の約 1/7~L，虫回虫卵のそれは
約 1/2!L引下げられた。
第 2項鈎虫卵陽性率の推移
鈎虫卵陽性率の年次別推移を信頼度 95%におけ
る信頼限界巾を以って図示すれば第2図の如く漸減
第 4表 年次別の検便成績 ( )は%を示す。
年 次 日iJ |検査者数|鈎虫卵陽性者数|姻虫卵陽惜
6月第 1回 29年 266 
11.第 2回 29. 252 
第 3回 30. 6. 267 
11.第 4回 30. 273 
第 5回 31. 6. 258 
1.第 6回 31. 267 
54 (20.3) 
28 (11.5) 
18 ( 6.7) 
4 ( 1.4) 
1 ( 4.2) 
9 ( 3.3) 
91 (34.2) 
51 (20.2) 
66 (24.7) 
47 (17.2) 
52 (20.1) 
44 (16.4) 
44 (16.5) 9 (3.3) 
33 (13.0) 6 (2.3) 
35 (13.1) 13 (4.8) 
20 ( 7.3) 7 (2.1) 
18 ( 7.0) 7 (2.7) 
15 ( 5.6) 4 (1.4) 
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第 2図年次別の鈎虫卵陽性率の推移 した岩はそれぞれ 2名 (3.3%)及び 1名(1.2%)で
30， ド駆虫を示す あった。これ等ーを総計すれば本中学々童の 1年間の
新感染率は 289名中 4名僅Iζ 1.4%fζ過ぎない。
蝿草，語句" 再感染:昭和 29年度入学々童については当初 1
回目検便において陽性で，駆虫後連続陰性を示した
(ラ匂 !o 日レ 者 25名中その後 1年聞に陽転した者は 1名 (4.0%)~日日レ
であった。また， 28年度入学々童では 16名中 0名 
311号附 29 3色0 310 31216 (0%)，30年度入学々童では 9名中 0名 (0%)であ
の傾向を示している。即ち，当初 20.3%，第 2回 
11.5%，第 3回 6.7%，第4，回 1.4%，第 5回4.2%，
第 6回 3.3%で，第4回に最低となった。而してこ
れ等の検使対象中 3年間継続して観察できたものは
昭和 29年度入学々童のみである。 ζの点から入学
図である。
27年度入学々輩(当初 3年吐:l 
- 29年 " ・(当初 1年生H 
録後3年生1 
30年"(最後 2年生)ーー-31年" ，(最後 1年生i 
{MW} 
10 
。
5 
年度別に各観察時点の陽性率を図示したものが第3
第 図学年別の鈎虫卵陽性率の推移3
28 l年" ，，(当初/2年生-m--m
鈎虫卵陽性率 
これによれば第 回の検使成績では昭和 28年，4
29 年度入学々童は何れも O~るである。
第 項鈎虫の新感染及び再感染。3
検出誤差或は見掛けの陰転等の誤りを考慮して，
検便成績連続 2回以上陰転であるものを陰性叉は陰
転者とし，その後の虫卵発昂をもって新感染又は再
感染と見倣じた。
新感染:昭和 29年度入学々童の 1年目の新感染
者は 73名中 1名(1.4%)であり， 2年目は 72名中 
0名 (0%)であった。また 28年及び 30年度入学々
った。総計すれば 1年間の再感染は 50名中 1名僅
に2.0%であった。
第2節寄生鈎虫の種類
イ慮紙培養法及び瓦培養法の結果学童の寄生鈎虫種
類は第 5表l乙示す如くアメリカ鈎虫(以下 N.a.と
略記〉。ヅピニ鈎虫(tJ.TA. d.と略記〉両種の寄
生が認められ，特Iζ当初第 1回の培養成績は N.a 
44名(中 14名が単独寄生)， A.，d.40名(中 10名
が単独寄生〕で両種が略同率lとまE浸し，混合寄生者
が半数以上を占めている。
年次別l亡両種の割合を見ると， N. a.対 A.d.の
比は当初第 1回培養成績は1.1:1で N.a.がや、多
いが，第 2回以後はかえって少なく，それぞれ 0.63， 
0.71，0.33，0.50，0.43と推移している。
第3節部落別学童の感染状況
第 1回検便成績から出身部落別学童の鈎虫卵陽性
率を示せば第 6表の知くである。見物部落が 40.0%
で最高率を示し，根本部落の 7.6%が最低率であっ
た。 これ等部落を漁業を行わない農業部落と，農
業，漁業ともに行っている兼業部落に大別すれば，
農業部落学童は 55名中 10名 18.1%，兼業部落学童
は213名中 44名 20.6%の陽性率でど検定Kよれ
ば有意差は認められないο
鈎虫種別については両種混合陽性者が多く， N.a.
対 A.d.の比は兼業部落では 1.16:1，農業部落で
は0.88:1であるが， χ2・検定によれば有意差は認 
められない。
童では，当初陰性者は 61名及び 83名で新感染を示
第 5表培養法に依る鈎虫種類の年次別推移 
NalAdlNa+A dl年 次 1J1 N.a対 A.d. 
第 1回目白29年 6月 14 (25.9%) 10 (18'5%) 30 (55.5%) 1.1 :1 
第 2回 29. 11. 6 (21.4%) 14 (50.0%) 8 (28.5%) 0.63: 1 
第 3回 30. 6. 4 (22.2%) 8 (44.4%) 6 (33.3%) 0.71: 1 
第 4回 30. 11. 1 (25.0%) 3 (75.0%) 。く 0%) 0.33: 1 
第 5回 31. 6. 3 (27.2%) 7 (63.6%) 1く9.1%) 0.50: 1 
第 6回 31. 11. 2 (22.2%) 6 (66.6%) 1 (11.1%) 0.43: 1 
1合
54 
24 
18 
4 
11 
9 
計
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第 6表部落別学童の鈎虫種類別感染状況
職業型別| 農業・漁業の兼業部落 農 業 部 落
βロ、ムロ 根ノト 坂 坂 早 方賀日 
H昔、坂見塩浜
名戸伊 1名西j波
計見田 物 田 崎 本沼 足 井 物計
被検学童数 I23 22 12 20 30 33 25 4 24 1213113 8 6 8 13 
左間
鈎 N.a. 1 2 1 3 1 1 1 3 13 1 1 
虫
A.d. 1 4 1 2 8 1 1 2 
陽 
J性 N.aA.+A 2 5 1 5 6 2 2 23 2 1 3 1 7 
者
合2塁計手 Jl( 3 3 1 8 6 6 8 7 2 1l 44 I| 1 1 2 2 3 1| 1 10 
数 13.0) (13.6) (8.3) (40.0j(20.0) (18.1) (32.0) (29.1) (8.3) 1(20.7)1 (7.6) (12.5) (33.3) (25.0) (23.0) (14勾 (18.2)
第 7表学童家族の検便成績 ()は%を示す。
群 別!検査人数!鈎虫卵陽性数|蜘虫卵陽性数|鞭虫卵陽性数|喜洋毛震腺虫塁
陽性群 247 145 (58.7) 
陰性群 118 6 ( 5.0) 
第4章 学童家族についての調査成績
第1節調査成績
鈎虫卵陽性学童の同居家族を陽性群，寄生虫卵陰
性学童の同居家族を陰性群として両群の寄生虫卵陽
性率を示せば第7表の如くである。鈎虫卵陽性率は
陽性群の 58.7%!と対して陰性群は僅に 5.0%で 1%
以下の危険率で有意差が認められる。その他姻虫
卵，鞭虫卵，東洋毛様線虫卵は何れも陽性群iと比し
て陰性群は顕著に低率である。
第2節鈎虫卵陽性学童家族の疫学的調査
第 1項性別年令別鈎虫感染状況
性別l乙鈎虫卵陽性率を示せば第8表の如く陽性群
では男子 112名中 63名 (56.2%)，女子 135名中 82
名 (60.7%)で性別に有意差は認められない。
一方陰性群では男子57名中 1名(1.7%)，女子 
61名中 5名 (8.1%)で男女とも極めて低率4であ
る。
第 8表学童家族の性別鈎虫卵陽性率
()は%を示す。 
82 (60.7) ハ
344
、
唱 
ゐ
唱
唱 
才 
感染率一%} 
68 (27.5) 31 (12.5) 20 ( 8.9) 
12 (10.1) 1 ( 0.8) 3(2.5) 
陽性群について性別年令別鈎虫卵陽性率を図示
したものが第4図である。(但し中学々童年令層は 
Index. Case.としたため除外した。〉
男女とも 10才以下は低率で年令増加に従って高
第 4図鈎虫卵陽性学童家族の性別年令別の
鈎虫卵陽性率 
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率を示し， 30才台で最高を示す。
性号!JKは幼年及び老年層には大差が見られないが 
30才， 40才及び 50才台の年令層では著明l乙女子が
男子K比して高率である。 30才から 60才迄の年令
層の性差は男子の陽性率48.1%，女子の陽性率 75.5
%で， 5%以下の危険率で有意差が認められる。
陰性群の鈎虫卵陽性者は男子 1名，女子5名で何
れも成人であった。
第 2項職業別鈎虫感染状況
一般に職業の確定していると思われる 21才以上
の成人について性別職業別の鈎虫感染率を信頼度 
95%の信頼限界巾で示したものが第 5図で，農業
従事者 80名中 58名 72.5%，漁業従事者 25名中 7
名 28.0%，農業，漁業以外の勤労者 16名中 9名 56.2 @ 
。 
浄剤就業者'唱す節帥品業者
非従事者 
%である。乙の陽性率を x2検定法によって検討す
れば，農業従事者は 5%以下の危険率で有意差を以 l ・ l
50 100 
鈎虫卵陽性率
・ 
R υ ι r  50 1ωー 
って漁業従事者より高く，農業従事者と農業，漁業
以外の勤労者との間には有意差は認められない。 漁業 と従事する者と，一定季節の聞のみ漁業に従事l
第 図 職業別性別の鈎虫卵陽性率5 する者とに分けて陽性率を信頼度 の信頼限界95%
rZA召二二コ弱E -'Ji: 巾で示したものが第 図である。年間就業者では7 14
鈎虫卵陽性率(%) 名中 名 .4%，季節就業者は 名中 名2 14 11 5 45.5%
・
a v . で後者が有意差を以って高率である。
第 7図 漁業従事者の就業型態別のw///a lili/li
l l 鈎虫卵陽性率(併) 
• 
3.
農業従事者漁業従事者農・漁業以外市町勤労者
r'/./.UU.//I//I//!ifI/II//IIII/IIIIA 
• ユ
更に ζれを性別に見ると農業従事者では男子 84.6
%，女子 70.1%で女子が低率であるがとの間有意差 第 3項家族内鈎虫感染状況
は認められず，農業・漁業以外の勤労者でも同様に 陽性群についてその構成家族人員中半数以上が鈎
男子 60.0%，女子 50.0%で女子が低いが有意差は認 虫卵陽性の場合を濃厚感染家族，また，半数未満の
められない。 ものを稀薄感染家族として職業別に大別し，家族内
農家lとおける農事蔵主義程度により農業専従，震業 感染濃度を表したものが第9表である。濃厚感染家 
第 9表 鈎虫卵陽性学童家族の家族内感染状況 ( )は%を示す。
手伝い，非従事の別にその陽性率を信頼度 95%の
信頼限界巾で示せば第6図の如くで，農業専従者 67
名中 50名 74.6%，農業弓子伝者 11名中 9名 81.8%で
両者の聞に有意差はないが，非従事者は 29名中 5
名 17.2%で前二者K比して遺児低率であった。(1%
以下の危険率で有意。〉
また，漁業従事者についてその就業状態より年間
第 6図 農家における農事就業程度別
鈎虫卵陽性率
。 鈎虫卵萌性$(事~) 100 
専従者
手伝者
亡二三二コ 
稀 薄 感 染 十主事lに 族濃 厚 感 染 家 族 家族数
農家別
ム口、 計全家員感染族 I半感数染以家族上 Iム 半感数染未家族満 I感 'ム 計1名染家の族み I口ロ 計
3114 1 27 14純農家 (21.8)(78.5) 
915 515 4 24兼業農家 一 (62.5) (37.5) 
4 22 12 1 6非農家 (33.3)(66.6) 
一、
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族は 30世帯であるが職業別花見れば，純農家では 
14世帯中 11世帯 78.5%，兼業農家は 24世帯中 15
世帯 62.5%，非農家は 6世帯中 4世帯 66.6%で，濃 
厚感染家族は職業の如何l乙拘らず略々同率で有意差
は認められない。 
第4項世帯の経済状態と鈎虫感染状況 
昭和 29年度における各世帯の所得額について，
家族員 1人当りの金額5万円以上の家族を上群， 2 
万 5千円以上5万円未満の家族を中群， 2万 5千円
未満の家族を下群として，各群の陽性率を算出し
た。上群では 12名中 6名 50.0%，中群は 82名中 46
名 56.1%，下群では 147名中 87名 59.1%の陽性率
で，各群の開花は有意差は認められない。
第5章学童における駆虫成績
第1節駆虫成績
毎回の駆虫成績を表示すれば第 10表の如くであ
る。
四塩化エチレン(テトレシ球〉使用時の陰転率は
第 1回 62.9%，第 2回 67.7%，第 3回 66.6%で，以
上 3回の延べ陰転率は 100名中 65名 65.0%であつ
(オーミシ(2) ].，1プローム・ナフトー1-こ。また，7
粉末〉使用時の陰転率は第4回 75.0%，第 5回 63.6 
%，第 6回 66.6%で，延べ陰転率は 24名中 16名
66.6%であった。 
鈎虫種別陰転率については四塩化エチレシ使用
(100 oのでは N.a.単独寄生者は 24名中 19名 78.1
%' A.d.単独寄生者は 32名中 19名 59.3%，N. a. 
及び A.d.混合寄生者は 44名中 27名 61.5%で，
N.a.単独寄生者の陰転率が高率である。 1ー プロー
ム・ナフト{ノ.].，-(2)では N.a.単独寄生者は 6名中
6名 100%，A.d.単独寄生者は 16名中 9名 56.2%，
N.a及び A.d.混合寄生者は 2名中 1名で四塩化
エチレシと同様 N.a.寄生者の方が A.d.寄生者よ
りも比較的陰転率が高い。
第2節駆虫剤の副作用
集団駆虫は個人駆虫の場合と異り副作用の除会lζ
は極力注意しなければならない。特に対象が学童で
あるため慎重を期し，予め保護者の承認を得た上で
駆虫前日健康調査を行い肝疾患，心疾患、，腎疾患，
、発熱者及び胃腸疾患のあるものは集団駆虫の対象か
ら除外した。
駆虫の副作用については第 11表K示す。第 1回
から第 3回駆虫までは四塩化エチレシを使用したの
であるが，副作用症状としては主として次の様なも
のがあった。即ち，頭痛，めまい，悪心，幅吐，腹
痛，倦怠感，腹鳴及びほてり感等である。その発現
率は毎回一定してはいないが，第 1閏 72.2%，第 2 
回 59.2%，第 3回 77.7%であった。発現症状の中特
K多いものは頭痛，悪心，めまい等であるが，何れ
も一過性のもので，医療を要するものはなかった。 
1ー プローム・ナフトールー(2)使用の第4回，第5
回，第 6回駆虫では副作用発現の頻度は四塩化エチ 
レン使用時に比して遣に少く，且つ副作用症状の種
第 10表集団駆虫，成績 ()は%を示す。
， ー 
り
戸 
剤名
ム日 三日t
繋 年 次 別 駆虫者N数.:陰 1虫者且数陰 融N制 A転da転者郷 d.転者数l .a十陰 者数
駆虫者数|陰転者数
34四字 14 10 10 186 30 54(昭第29年1回7月〉 (62.9)塩 
19イじト 56 14 8 59 28(第 12.)29.2回 (67.7)
ニE‘ 
12チレ 4 8 44 4 6 18(第 7.)30.3回 (66.6)
レ 
fsLn uhd A
J)(fr~5))I3)よI(7~~1) I l、/JI 、ペ y
付(オ 
1 
1
ル ・
一 ・ プ ロ  
1
第 4回 1 1 3 2 4(30. 12.) 
第 5回 3 4 1 。 11 
3 
3 7(31. 7.) 
ム・ナフト
、 第 6回 2 2 6 3 1 1 9 6(31. 12.) 
シ 16 v (66.6) 
t..ロ 計| 81 (65.3) 
7 
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第 11表 集団駆虫による副作用症状の発現a状況 c)は%を示す。
種類序列明頭痛岸一ぃ出吐|腹痛i数実人数i I~
期時虫防白 倦時鳴|官
"'，I'~ "'/ -I'~ 

第 1回

(昭29年 7月〉

第 2回 
(29. 12.) 
第 3回 
(30. 7.) 
第 4回 
(30. 12.) 
第 5回 
(31. 7.) 
第 6回 
(31. 12.) 
左ぶネ品崩品害欝t才伊r1臼54I(峨団(♂必忍名ん〉2
テトレン球年令数 1ワ叩Q I凶16 I 5 I14 I 7 I 3 1 2 1 2 1 1 
U後下剤硫苦 30g 1 4< 1(57.1)1 (17め1(50.0)1 (25.0)1 (10.7)1 (7.1) 1 (7.1) 1 1 (7.1) 
テトレン球年令援 I1Q I14 I 4 I10 I 5 I 4 I 4 I 2 I 2 I 
後下剤硫苦 30g 1ム U 1 (77乃1(22.2)1 (55.5)1 (29め1(22.2)1 (22.2)1 (11.1)1 (11.1)1 (16.6) 
オーミン粉末 3g 1 A I 1 1 1 
日連用 1 -r. 1 (25.0)1 1 (25.0) 
オーミシ粉末 3g1 11 1 5 1 1 1 

2 日連用 1 .L.L 1 (45.4)1 (9.0) 1 (36.3) (9.0) (9.0) 

オーミシ粉末 3g1 Q 1 2 1 
(22.2)1 (1 1日連用 J 
類も少い。副作用発現率は第4回t25.0%，第5回 
45.4%，第 6回 22.2%で，その症状のうち多いもの
は悪心で，その他腹痛， P匝吐，頭痛等が見られたが
何れも軽度であった。
駆虫実施時期(7月及び 12月〉別に副作用発現率
を検討すると 7月実施の成績は 12月実施の成績に
比し副作用発現率が高いようである。即ち，四塩化
エチレ y使用例中 7月実施は第 1回及び第 3回でそ
れぞれ 72，2%，77.7%であるのは対し 12月実施(第 
2回駆虫〉では 59.2%であった。一方 1ー プローム・
ナフト{ノ].， -(2)使用例でも 7月実施(第 5回駆虫〉
では 45.4%， 12月実施(第4回及び第 6回〉ではそ
れぞれ 25.0%，22.2%であった。 
第 6章 者 察
1. 学童鈎虫管理における者察
学童の鈎虫管理の指針を樹立するために，校医の
立場から検使，集団駆虫を実施し，新及び再感染の
頻度を調査し併せて疫学的考察を行った。
主として鈎虫ごと対象に年 2回づ〉計 6回の検便及
び集団駆虫を実施し，結果として各寄生虫とも当初
の寄生率よりも減少を示し，特lζ鈎虫卵陽性率は 
20.3%から 3年後には 3.3%!と激減させ得た。 乙れ
は鈎虫卵陽性者が駆虫lとより高率(毎回の陰転率は
約 60.0%)に陰転したこと，新感染及び再感染者が
極めて少かった(1年間の新感染率1.4%，再感染率 
2.0%)ためと考えられる。鈴木(6)は一小学校にお
いて 3年間連続して年 2回の検便駆虫を実施し 25.4 
は鈎虫強汚染地(7)減少せしめ，阿部!ζ .4%0るから9
の学童の集団駆虫を実施して 1年以上の観察により
完全駆虫後の再感染は陰性者の新感染よりも少し
駆虫対策を行っただけでも著明に減率すると述べ，
2 

1 (22.2) 

吉田(8)は農村において 1年半に亘り成人と共に小中
学々童をも併せ検便及び駆虫を実施し，駆虫 6固に
して 10.89るから 0% rc低下せしめ，柳沢(9)も千葉県
において高校及び小学校について年 1回の駆虫で 3
年間で 409るから 15%!C:減率せしめたと述べてい
る。即ち，駆虫を繰り返すことのみに依っても学童
から鈎虫を撲滅するととが出来ると考えられる。
著者の成績に前述の諸家の成績を徴するに学童の
鈎虫管理方法は畑虫管理とは自ら立場を異にして考
える事が必要である。即ち，鈎虫の新及び再感染は
姻虫のそれに比して極めて低く，且つ，集団駆虫が
適切に行われるならば相当の陰転率も期待されるか
らである。具体的には先ず鈎虫卵検出には検使方法
として集卵法(浮波法〉を採用し，医師立合いのも
とで集団駆虫を実施するととが肝要である。この点
から対策指針を考えるならば，年 1回の集団検便，
鈎虫卵陽性者の集団駆虫が最も望ましい。然らざれ
ば少くも最低限小学及び、中学校時代を通じて各 1回
づ〉計 2回は精密な検便と集団駆虫が実施されるな
らば，それだけでも鈎虫管理に於て非常な成果が期
待されると思われる。即ち，鈎虫卵陽性者を只 1回
駆虫するだけでも，松坂〈10〉，鈴木(11)，田畑〈12〉，柳
沢〈山等も述べている如く自覚所見及び他覚所見等
の臨床所見は著しく好転し良結果が得られるからで
ある。
当地域学童の寄生虫の種類は N.a.及び A.d.の
両種が認められ，しかも両種の分布の割合は略々同
率であった。しかしその後集団駆虫の回を重ねるに
従って A.d.の割合が多くなり N.a.が少くなっ
た。この事は山崎〈凶，小宮〈印，松崎〈16〉i栗林〈m，
吉田∞，小関〈山等の述べる如く同一駆虫剤lと対し
て N.a.の方がl駆除されやすく A.d.のみが残った
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ものと思われる。
学童家族の調査成績は鈎虫卵陽性学童家族と寄生
虫卵陰性学童家族では寄生虫卵陽性率，特に鈎虫卵
陽性率は中学々童を除いて前者は 58.7%，後者は
5.0%で顕著な差を認めた。(1%以下の危険率で有
意〉。乙の事実は学童の鈎虫感染は学校生活環境よ
りふむしろ家庭生活環境によるものと推測され
る。従って上述した様lζ学童の鈎虫管理は駆虫によ
って大きい効果は期待されるが，根本的の対策は当
然学校より更に地域社会にまでその範囲を拡大せざ
るを得ない。更に，学童の再感染調査では，昭和 29
年度入学々童K1名認めただけであるが，その 1名
は家族 6名中 5名に鈎虫卵が検出された。乙の事か
ら見ても地域社会の対策があって始めて学童鈎虫対
策は万全が期せられる。併し止むを得ない場合は
P.T.A.K働きかけて鈎虫卵陽性学童家族だけでも

同時に検便，駆虫を行うことが望ましい。

鈎虫卵陽性学童家族の陽性率が甚しく高率である
乙とから， ζれを対策する意義について第 2篇に述
べる波左聞及び洲崎部落検便成績を引用して検討し
て見た。即ち，部落住民の検便成績の鈎虫卵陽性数
は波左間部落では 515名中 76名(14.7%)，部落内
学童の陽性数は 46名中 1名 (23.9%)，乙の陽性学
童家族の陽性率は 73名中 23名 (31.5%)で，全部
落住民の陽性率に比して著しく高率である。一方洲
崎部落住民の鈎虫卵陽性率は 375名中 125名33.3%，
部落内学童のそれは 43名中 18名 41.8%，陽性学童
家族では 79名中 48名 60.8%で波左間部落同様に
部落住民の陽性率に比して高率である。 ζ〉で両部
落における陽性学童家族の陽性者数が全部落内住民
陽性者数の中で占める割合を見れば，前者は 30.3%，
後者は 38.4%である。乙の事から更に同時に小学校
Kまで範囲を及ぼして全学童を検便し，その陽性学
童を Index.Case.としてその家族の検便を行い同
時に鈎虫卵陽性者の集団駆虫を行うならば，その地
域内の陽性者の約半数は対策されるこ、とが考えら
れ，学校における鈎虫管理上の成果と共民地域社会
に及ぼす影響も大きく，公衆衛生上重要なる意義が
あると考えられる。 
1. 学童家族調査についての疫学的者察
鈎虫卵陽性学童家族の調査成績について考察すれ
ば，性別の鈎虫卵陽性率は男子 56.2%，女子 60.7%
で有意差は認められない。しかし，年令層別に ζれ 
を見れば幼少年期lとは性差もなく，また，非常に低
率であるが， 30才， 40才， 50才台の年令層は陽性 
率も高く特K女子 75.5%は男子 48.1% I~比して薯
しく高率で 1%以下の危険率で有意差を示した。小
林(IL岸田ω，移Jllm，浅田(ベ稲垣∞等も漁村l乙
おいては成人女子が男子に比して高率であることを 
述べているが，当地区では半農半漁地区で既に概況
は述べた如く純農家は少く，兼業農家が大半を占め
ている。これ等@兼業農家は漁業従事者を有する世
帯が約半数で， f也は官公庁，会社等の勤人，船員等
の稼人を有するか，或は一部のものは商業または大
工，左官等の職業を兼ねるものである。従って少数
の純農家以外の青壮年男子は農耕民従事する事は少
く，一方女子では純農家，兼業農家の別なく農耕民
従事するものが多い。従って成人女子の鈎虫卵陽性
率が高率である事は鈎仔虫によって汚染された土壌
との接触頻度が多くその為K鈎虫感染の機会が多い 
ことによるものと思われる。
更に，職業別感染状況について検討すれば，農業
専従者及び農業，漁業以外の勤労者群は漁業従事者
群l乙比して有意差を以って感染率が高い。乙れは同
一地域内で，また，同一家庭内で衣食住は略々類似
の環境l乙生活するが，漁業従事者は早朝海上に出漁
夕刻まで労働するもので陸上における生活時間が少
く，従って鈎虫感染の機会が少い事によると思われ
る。また，更に鈎仔虫による汚染土壌との接融頻度
を農事就業状態を指標として表せば，同一農家族で
も非従事者は 17.2%の感染率で低く，農業専従者は 
74.6%，農業手伝者 81.8%で、共に高率を示した事も
感染機会の差異によるものと考えられる。
また，一方漁業従事者の就業型態別鈎虫卵陽性率
は年間就業者群は 14.4%で季節就業者群の 45.4%
よりも感染率が低い。乙れについては季節就業者は
秋から冬にかけて漁業を離れて陸上生活をするもの 
で，その聞に感染が行われることも考えられる。前
述した様iζ当地方は冬季といへども類、霜地帯である
ため長期に亘って鈎虫感染が成立し得る可能性も充
分考えられる。以上総合して考察すれば，鈎虫感染
率は概して土壌との接触機会の大小lζ依って左右さ
れる傾向が伺われる。しかしながら幼児や漁業従事
者にも鈎虫感染者が認められた事等，鈎虫感染経路
として経口感染も併せ考える必要を示唆している
が，半農半漁村の野外における鈎虫感染状況につい
ては第 2篇K述べる。
III. 学童集団駆虫に関する者察
学童の鈎虫卵陽性者に対して四塩化エチレ y及び
1ープロー ム・ナブト-/].，-(2)を使用して 3年間1(6 
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回の集団駆虫を実施した。陰転率は四塩化エチレ y

では 65.0%，1-プローム・ナプトールーくのでは 66.6

%で，両者共に陰転率が高くまた飲み易い点及び副

作用の軽少な点からも集団!駆虫剤として既に定評あ
 
るもので著者の成績もこれを確認した。特K.， 1ープ

ローム・ナフトール-(2)は副作用が軽少で 33.3%
 
に頭痛，悪心，腹痛等がみられたが何れも軽度であ 
った。即ち，松崎(16り井上他く19〉，小宮他く15)，田辺
〈203，村上他〈21)，山崎〈凶，ノト関(18)等も述べている如
くで，副作用の少いことは特に学童集団駆虫lζは適
したものと思われる。
服用時期については前述の 2種の薬剤を年 2回夏
季及び冬季に投薬して，その副作用発現率を検討し
たが，何れの薬剤jについても夏期駆虫は冬期駆虫K
比して副作用発現率が高かった。これは夏季は高温
高湿下において身Juの疲労が強いために薬剤lとよる
副作用も多く発現するものと考えれる。
北山〈223，小宮f23〉，吉田〈8〉，柳沢(24)等は冬期寒冷
に対する鈎虫卵及び仔虫の抵抗力の問題及び農閑期
の点等から冬期集団駆虫を推奨しているが，著者は
更に冬期駆虫は副作用発現率の低いことを指摘し，
駆虫時期の吟味にこの点を附加すべきと思ってい
る。このことはひとり学童のみならず一般の集団駆
虫にも該当する問題と思われる。
第 7章総 括
半農半漁村である館山市西岬地区の中学々童につ 
いて， 3年間継続して鈎虫卵検査を硫苦加飽和食塩 
7.k浮波法によって行い，陽性者の集団駆虫を実施し， 
また，鈎虫卵陽性学童家族の検便及び疫学的調査を
併せ行った。
1. 学童の鈎虫管理を目的として検便及び駆虫を
毎年 2回繰り返し当初 20.3%の陽性率が 3年後lζ
減少した。1ζ 3.3% 

2. 該地区学童の N.a.及び A.d.の寄生比率は 
11乙近く混合寄生者がその 56.0%を占めた。 
3. 該地区学童における鈎虫の 1年間の新感染及 
ぴ再感染は，地域社会の対策を行わなかったにも拘 
らず夫々僅に 1.4%及び 2.0%であった。 
4. 鈎虫卵陽性学童家族の鈎虫卵陽性率は 58.7%
 
で極めて高く対照とした寄生虫卵陰性学童家族のそ

れは僅に 5.0%であった。 このととは学童鈎虫対策
において，同時に鈎虫卵陽性家族を対策することの
重要性を示唆する。
5. 四塩化エチレシの陰転率65.0%，1ー プロ{
ム・ナフト~ A-(2)の陰転率66.6%で， N.a.は
A. d.よりも被駆除性が高い。
6. 集団駆虫の副作用発現頻度は冬期の方が少
く，上記2種の薬剤とも同様の傾向が見られた。
稿を終るに鑑み，終始，御指導と御校聞を賜わっ
た柳沢利喜堆教授に深甚なる謝意を表します。併せ
て終始御教示御援助下さいました内田昭夫助手lζ深
く感謝いたします。
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